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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 令和４年度第２回武蔵村山市在宅医療・介護連携推進協議会 

開 催 日 時 令和４年１１月１日（火）午後７時３０分～午後８時１４分 

開 催 場 所 オンライン開催 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

 

出席者：半田委員、吉野委員、小山委員、宇津木委員、高佐委員、中島委

員、馬見塚委員、菅原委員、内田委員、前田委員、高齢福祉課

長、高齢者支援係長、高齢福祉課主任 

欠席者：堀尾委員、斎藤委員、岡村委員、山科委員、持田委員、鹿取委員 

 

議 題 等 

 

報告事項１ 令和４年度第１回会議録について 

報告事項２ 市内訪問看護ステーション所長会の開催について 

報告事項３ インターネット版医療・介護資源マップの更新について 

報告事項４ その他 

議  題１ 令和４年度第２回多職種研修会について 

議  題２ 訪問診療受給者実態調査票について 

議  題３ その他 

 

結 論 
（決定した方針、残

された問題点、保留

事 項 等 を 記 載 す

る。） 

 

議題１：令和５年２月４日（土）を候補日とし、「身寄りのない方への支

援」をテーマとしてオンライン形式での開催を見込み、詳細は在

宅医療・介護連携事業推進部会で調整する。 

議題２：訪問診療を受けている患者特性や属性を把握するため、武蔵村山

市民を担当しているケアマネジャー等が所属する事業所へ、調査

の依頼を行う。回答期限は１２月２６日とする。 

議題３：訪問診療受給者実態調査の結果報告、並びに今後の方針決めを諮

るため、年度内に協議会の開催を見込む。 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則

として発言順に記載

し、同一内容は一つ

にまとめる。） 

委員の発言は、事前

の言伝を含む。 

 

開会 

 

井梅委員に代わり、馬見塚委員が就任する。 

馬見塚委員挨拶 

 

《報告事項１ 令和４年度第１回会議録について》 

事務局：説明 

委 員：質疑なし 

 

《報告事項２ 市内訪問看護ステーション所長会の開催について》 

委 員：説明。５月、７月に開催し、資料では次回開催は１１月とある

が、１２月開催の予定である。 

委 員：市内訪問看護ステーションへのニーズは多いにあると考える。 

各ステーションの特性や、得意とする患者群・疾患群の情報共有

ができるとよい。 

 

《報告事項３ インターネット版医療・介護資源マップの更新について》 

委 員：説明 
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委 員：質疑なし 

 

《報告事項４ 住民への普及・啓発活動実施報告書について》 

委 員：説明 

委 員：質疑なし 

 

《議題１ 令和４年度第２回多職種研修会について》 

事務局：前回の多職種研修会について、資料７及び８に沿って報告。 

    次回研修会は２月４日（土）を候補日とし、プログラムの作成、

当日の運営その他準備等については、下部組織である在宅医療・

介護連携事業推進部会に一任いただきたいと考える。 

また、実施は武蔵村山病院の協力の下、Zoom を用いたオンライ

ン形式とし、受講者推薦依頼を１２月下旬に行う見込みである。 

委 員：テーマは「身寄りのない方への支援」を提案させていただく。 

特定の支援機関だけでは支えきれない方々を地域で支えるための

支援について、改めて考える機会としたい。講師は身寄りなし問

題研究会の須貝代表を候補としている。 

委 員：第１回多職種研修会は非常に好評であることがわかった。 

第２回テーマとして「マイナンバーを使った新しい診療」や「配

薬サービスの実際」についてはどうか。 

委 員：開催日は２月４日、テーマは「身寄りのない方への支援」として

よいか。（賛成：多数） 

 

《議題２ 訪問診療受給者実態調査票について》 

事務局：武蔵村山市民を担当しているケアマネジャー等が所属する事業所

へ、調査の依頼を行うこととしたい。事業所調査票、利用者調査

票を配布し、１２月２６日までに回答いただく予定。 

委 員：とても意欲的な取り組みだと思う。 

委 員：事業所調査票の問３で求める期間は、後述の設問の期間と合わせ

ると、より統計的に情報の集約ができるのではないか。 

委 員：利用規模や患者特性などの情報は参考になる。 

委 員：利用者調査票で、世帯構成を回答するが、様々な生活形態が存在

するため、「主介護者」の区分があるとよい。 

委 員：ホームページ等で集計結果の公表は行うのか。 

事務局：診療所や居宅介護事業所等が不利益を被らない形で公表を考えて

いる。 

 

《議題３ その他》 

事務局：訪問診療受給者実態調査の回答期限が１２月２６日であり、年明

けに集計がまとまる見込みである。結果報告や今後の方針決めな

どを行う必要があることから、年度内に協議会の開催を見込む。 

委 員：異議なし 

 

終  了 
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会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：    ０人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 
 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課 健康福祉部高齢福祉課（内線：６３２） 

（日本産業規格Ａ列４番） 

 


